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野洲市文化ホール３施設の集約化の検討について 

 

 

「野洲市文化ホール３施設の集約化検討書（概要版）」（別添）は、平成 31年３月に

策定された「野洲市公共施設のあり方」で示された施設の集約化の方向性に沿い、野

洲市文化ホール３施設の集約化を検討するたたき台として令和４年２月に作成したも

のです。 

また、集約化を検討するにあたり、市民等からの意見を聞く機会として市民説明会

を実施します。 

 

 

１．野洲市文化ホール３施設の集約化検討書の概要について 

 （１）検討の経緯 

   野洲市文化ホールでは、野洲文化ホール（小ホール 100名収容・大ホール 1,000

名収容）、野洲文化小劇場（300 名収容）、さざなみホール（500 名収容）の３館、

４ホールにより文化・芸術の振興を図る施設として運営しています。 

野洲文化ホールは築 38年、野洲文化小劇場は築 31年、さざなみホールは築 29

年が経過し施設、設備等の老朽化が進んでいます。 

また、合併により重複しているホール機能について、効率的な運用を図るため、

平成31年３月に策定された「野洲市公共施設のあり方」では施設の集約化の方向

性が示されていることから、３施設のうちどの施設へ集約するかを検討します。 

 （２）検討書の構成 

第１章 文化ホール３館の現状 

 施設の概要、施設の特徴と利用形態、施設の利用・収支等の状況について

記載しています。 

   第２章 施設の課題 

     主な大規模な改修・修繕等項目と概算費用について記載しています。 

 



   第３章 公共施設のあり方 

     「野洲市公共施設等総合管理計画」に則し、中長期的な公共施設（建築物）

の更新・統廃合・長寿命化などのあり方について記載しています。 

   第４章 施設集約の基本的な考え方 

     施設維持の面、経済面、文化・芸術の振興面から集約の考え方について記

載しています。 

   第５章 集約案検討 

     野洲文化ホールに集約、野洲文化小劇場に集約、さざなみホールに集約の

３つの集約案のメリット・デメリットや必要な事業費等を勘案し集約案の評

価・検討結果について記載しています。   

   資料 

資料１.スケジュール 

     

 

２．市民説明会の実施について 

（１）開催日時・場所  

  ①日時  ６月 12日（日） 午前 10時から 11時 30分まで 

  場所  野洲文化小劇場   

  ②日時  ６月 17日（金） 午後７時から８時 30分まで 

  場所  さざなみホール    

   

（２）周知方法 

   広報やす６月号 

市ホームページ 
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